
 

 

 

 

 

 

 家庭教育学級の紹介から、「開催の工夫」や「内容の良さ」を学びましょう。 
                               

家庭教育「なう」は、恵那県事務所の HPからご覧いただくことができます。 QR コード → 

 

            日  時  令和２年９月１５日（火） ①１０：００～１０：４０ ②１０：５０～１１：３０ 
 講  師  岐阜県男女共同参画・女性の活躍支援センター 

                       キャリアカウンセラー   酒井 里佳さん 
                        子育て支援相談専門職  後藤 晴美さん 
           参加者  乳幼児親子２組 
 

乳幼児期家庭教育学級で開催された、 

働きたいと思っている子育て中のお母さんのための就労・子育てに関する講座  
 子育て支援センター「スマイル」（竜吟幼児園内）では、６月から活動をスタートし、コロナ対策をしながら、親子で

楽しく活動しています。９月１５日は、再就職を考えている方、育休明けの方等を対象に、講座が開催されました。本

来は、１時間の予定で、５～１０名で講座を聴いて、講座後１０分位で個別に相談を受けるという内容で開催してい

ますが、今年度は、３密を避けるため、事前予約をした方のみを対象に、個別に講座と相談を行いました。                                                                      

内 容 
 講座は、全部で４回あり、１回目と２回目は開催できませんでした。今回は、３回目の 
講座で、２名の方が親子で参加されました。 
① ５月１９日（火）「あなたはどのタイプ？」 
② ７月２０日（月）「マイナスをプラスに」 
③ ９月１５日（火）「もう一度働くには」 
④１１月１７日（火）「言いにくいことをいうには？」 

参加されたお母さんは、以下の項目についてチェックシートとワークシートに記入しな 
がら、キャリアカウンセラーの酒井さんからアドバイスを受けました。 
・あなたが仕事を含む人生において大切に思う価値は？ 
・あなたは何のために働きたい？ 
・仕事先について考えよう 
・自分の強みは？ 
・あなたはひとりぼっちではない 
・求人票の見方 
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乳幼児期家庭教育学級の紹介 
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キャリ☆ナビ お知らせボード 

個別に講座と相
談を行いました。お
子さんは、子育て支
援センターの方と、
相談している横のス
ペースでお利口に
遊んでいました。 

【このよさを学びたい！】 
・「もう一度働くために、資格を取った方がいいですか」
と不安な気持ちを相談されるお母さんに、「無理をし
なくても今できることをやっていけばいいですよ」とア
ドバイスされ、復職を考えているお母さんにとって貴重
な機会だったこと 
・求人票の見方等、仕事を探すときの具体的なポイント
が分かったこと。 
・親子で参加することができたこと。 



                   取組期間   8月 1日（土）～8月 16日（日） 

                  参 加 者   全校親子 
 

家族の得意なことを子どもに伝えて一緒に体験することで、 

                    家庭のつながりを大切にする在宅取組型家庭教育学級 
下石地区は、昔から、自営で陶器を作っている家が多い「物づくりの町」です。そのため、１年生から６年生まで、

地場産業を学ぶ取組を行い、図工の授業では、１年はテラコッタ、２年から５年までは釉薬をかけた陶器、６年は土
器に取り組み、作陶に親しんでいます。 
「おうち先生から学ぼう」は、そんな「物づくりの町」が元になって生まれた取組です。家族のだれかが先生になっ

て、得意なことを子どもに伝えて一緒に体験し、子どもと共に過ごす時間を大切にして、家族の絆を深めます。 
記録用紙には、教えてもらったことを絵や写真にして、親子で感想を書いて提出しました。記録用紙は、お母さん、

お父さん、おばあちゃん、おじいちゃんの得意なことを学んだ、温かい家族のふれあいでいっぱいでした。 
 

取組の内容 

・家族のだれかが先生になって、子どもに得意なことを教える。 

・子どもと一緒に体験し、共に過ごす機会にする。 

・取組期間中の都合のよいときに実施し、記録用紙に、絵や写真でまとめ、感想を書く。 

・家庭教育委員会から、子ども達に、「おうち先生から学びましたで賞」の賞状を贈る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

【このよさを学びたい！】 
・「陶芸家のお父さんから陶芸を学
ぶ」「美容師のお母さんから髪の切り
方を学ぶ」「おばあちゃんから裁縫を
学ぶ」「おじいちゃんから釣りを学ぶ」
等、家族の得意なことを学ぶことで、
子どもが家族の良さに気付き、ふれ
あう機会が増えて、家族の絆が深まっ
たこと。 
・「上手にできたね」「素質がありま
す」「完全にマスターできました」等、
家族から温かい感想をもらった子ど
もたちは、自分に自信をもって生活で
きること。 
・家庭教育委員会から賞状が贈られ、
夏休みの素敵な思い出が認められ、
家族みんなの心に残っていくこと。 

実施の 
お願い 

陶芸家のお父さんから 美容師のお母さんから 

大工のお父さんから 電気工事をお父さんから 

家庭教育
委員会か
ら子ども
達へ贈ら
れた賞状 
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小中学校家庭教育学級の紹介 

うまくできたので、うれしかったです。 

上手にできたね。焼いたら、ごはん
を入れてたべてみよう。 

むずかしかった。びようしになりたいとおもった。 

始めはむずかしいと言っていました
が、切り始めると楽しいに変わりまし
た。いい経験になったと思います。 

最初は、くぎを打ち終わるまでに時間がかか
ったけど、お父さんに教えてもらったら、最初
とくらべてはやく打てるようになりました。 

大工30年の私より上手でした。 

たのしかった。 

素質があります！！ 



 

                        取組期間    休校期間中 

                       参 加 者     全校親子 

 

誰かのために何かをすることで、地域とのつながり、家族とのつながりを深める 

                                          在宅取組型家庭教育学級 
駄知中学校は、道徳を大切にした教育を行っていることから、「１家庭１ボランティア」の取組を、これまで年４回

実施してきました。今年度は、新型コロナウィルス感染症拡大防止のために、休校になった期間を活用して取り組み
ました。 
駄知地区では、駄知町内の行事に、中学生がボランティアとして積極的に参加しています。年度当初のボランティ

ア登録は、毎年、募集人員をオーバーするほど、申し込みがあります。「１家庭１ボランティア」の取組も、家庭内だけ
でなく、地域でのボランティア活動を考えていましたが、コロナ禍で地域の行事がなくなり、家庭の中での取組が中
心となりました。 

取組の内容 

・誰かのために何かできることを決めて取り組む。 

・それぞれの家庭の実態に合わせて、内容を決める。 

・取組期間も、それぞれの家庭の都合に合わせて決める。 

・１家庭１ボランティアチャレンジカードに記入する。 

・取組が終わったら、振り返りと家の人の言葉を記入する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

【このよさを学びたい！】 
・駄知中では、「１家庭１ボランティア」の取組が継続して行
われています。地域でも、生徒はボランティアとして活躍し
ています。「誰かのために何かをする」ことが、自然に身に
付き、休校中の取組につながっていること。 
・保護者の方の、「たくさん助けてもらいうれしかった。」「自
分からすすんで手伝ってくれてありがとう。」「これからも
お願いします。」という感想が、子どものやる気になり、親
子の絆が深まること。 
・継続して取り組むことで、自分の良さに気付き、ステップ
アップして次の取組に向かうことができること。 
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◇活動を振り返って◇ 
いろんな事を手伝ってみて、大変なことがたくさんあったか
ら、これからも進んで取り組もうと思った。 

◇保護者の方から◇ 
休み中、よく家のことを手伝ってく
れました。やったことは、自分の今
後に生かせると思うので、続けて
ほしいです。 

◇活動を振り返って◇ 
この長い休みの中で、親の役に立つことがたくさんできた
と思うので、週末などの学校のない日などは、すすんで家
事をしたいと思います。 

◇保護者の方から◇ 
普段から私を助けてもらっていま
す。毎日たくさんの家事をしてくれ
てありがとう。 

◇活動を振り返って◇ 
母は、毎日大変なので、これからも自主的にお手伝いをし
ていこうと思いました。 

◇保護者の方から◇ 
おふろ洗いはすごく助かりました。自分の部屋のそうじきか
けを、もっと自主的にやれるようにこれからもがんばってく
ださい。オムライス作り、自分で考えて一から全てがんばり
ました。 



 

                        取組期間    令和２年８月８日（土）～８月１６日（日） 

                       参 加 者    全校親子 

 

「家族で本に親しむこと」「家族で良いところを見つけてほめ合うこと」を通して、 

                             家族の絆を深める在宅取組型家庭教育 
今年度の東小学校 PTA 活動スローガンは、「大切にしよう」です。コロナ禍で、家族の絆を大切にする取組が、

なかなか計画できない中で、家庭教育委員長さんが、こんな時こそ親子で取り組むことができることを何かやりた
いと考え、「家読＆ほめほめキャンペーン」を企画しました。東小学校が力を入れている読書を家庭へ広げ、家族み
んなで取り組む「家読」。子どもが家族に、家族が子どもに感謝の気持ちを伝える「ほめほめキャンペーン」。この二
つを同時に取り組み、家族を大切にし、家族の絆を深める夏休みになりました。 
取組の内容 
ねらい  家族で本に親しんだり、お互いの良いところを見つけ褒め合った 

りすることで、より家族の絆を深める。 
・夏休み前に、全児童に取り組みのカードを配付する。カードは、一枚に 
 「家読」と「ほめほめキャンペーン」を記録する。 
・各家庭でキャンペーンカードに親子で記入する。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【このよさを学びたい！】 

・家庭教育委員会でこれまで行ってきた学校での保護者の「読み

聞かせ」が、今年はコロナ禍で実施できず、家族の読書「家読」

を夏休みに実施。また、「ほめほめキャンペーン」と一緒に取り組

むことで、家族の絆がさらに深まったこと。 

・取組カードを 1枚にしたことで、負担感がなく、記入後は、2つの

取組の良さが、一目で分かり、家族の温かさが伝わること。 
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1枚に「家読」
と「ほめほめ」
を記入します。 

「家読＆ほめ
ほめキャンペ

ーン」の案内 



 

                        取組期間    休校中 

                       参 加 者    全校親子 

 

休校中のおうち時間をどんなふうに過ごしたのか調べて発信することで、 

                   家族の絆を深める活動を広げる在宅取組型家庭教育学級 
母親委員長の伊藤さんが、コロナ禍の「新たな日常」の中で、何かできないかと考えました。各家庭で休校中に

やったことを交流できたら、それを広げて、互いに勉強し合え、次の活動へつながると考え、５月の終わり頃、企画し
て準備しました。休校後に、アンケートを配付して記入してもらうという方法で、負担なく取り組むことができ、各家庭
のおうち時間の工夫がたくさん集まりました。 

取組の内容 

・休校中に、子ども達が、親子で、家族で、普段の休日とは少し違って、

挑戦したこと、楽しんだこと等の紹介をする。 

                                    ・アンケート用紙に記入して、担任の先生に提出する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

家庭教育学級だよりで、

アンケート結果を報告し

ました。 

・お父さんが日曜日の昼

食づくり 

・遠足で３時間かけ祖父

母の家まで行った。 

・家の中にテントを作っ

た。 

・自転車で東野探検 

・学童も休みで一人留守

番が多くて心配だった。 

・体力が発散できなかっ

た。 

・みんなに会えなかった

のがさみしかった。 

等、多くの方がとても詳し

く書いてくださいました。 

コロナ禍を嘆くのみでな

く、プラスにとらえて、親子

の関わりを増やし、前向

きにチャレンジすることを、

全校に広げることができ

ました。 

次ページにアンケート用

紙を掲載しました。 
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         日  時  令和２年１０月７日（水） １０：００～１２：００ 
 講  師  中津川市文化スポーツ部 生涯学習スポーツ課 社会教育指導員  安藤 広子さん 

         参加者  ０～３歳の子どもを育てている親 １７名 

仲間と知り合い、安心して話すことで、自分に合った子育てを学ぶことができる講座 
「ノーバディーズパーフェクト・プログラム」は、全６回の連続講座です。  今回は、その第１回目で、参加された方

の初めての顔合わせと、これからの計画を立てる内容でした。間隔を取りながら３～４人でグループになり、自分で
名札を書き、交流を中心に講座が進みました。グループで自分のことを交流しながら、同じ九州出身だと分かった
り、転勤族だと分かったりして、笑顔で会話がはずみました。別室の広い部屋で託児があり、安心して参加すること
ができました。                    
内 容 
・「げんこつやまのたぬきさん」の手遊びからスタート 
・グループに配った紙に二重円を大きく書き、中の円 
にグループのメンバーの共通のエピソードを書く。 
・外の円の中に自分のことを書く。 
・記入した紙を使って他己紹介をする。 
・講座のルールをグループで相談する。 
・付箋にみんなで話したいことを書く。 
・付箋の内容を「子ども」「心」「自分」「人間関係」 
「その他」に分け、５回の講座のテーマを決める。 

 

 

 

 

 

【このよさを学びたい！】 

・コロナ禍の休校期間中をプラスにとらえ、「ふれあいの時間」「チャレンジする時間」等として、家族で一緒に前向きに過ご

した工夫を「家庭教育学級だより」で交流することができ、「こんなことができるんだ」「こんな工夫で親子のふれあいがで

きるんだ」と、良さが全校へ広がったこと。 

・休校期間が終わってから、「おうち時間」のアンケートを配り、保護者が負担なく取り組むことができたこと。 
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一緒にいることで、とにかくおこるこ
とが増えました。学校の先生方が、ど
れだけ日々考えてくださっているか良く
分かりました。 

家の中に娘が自分で手作りテントを
作り、何日か妹と過ごしていました。部
屋がせまくなってしまったけど、出かけら
れない中、楽しく過ごすことができまし
た。 

 私がずっと仕事をしてきたので、４月
５月と家に居られて、子どもと一緒に居
られてうれしかったです。息子は勉強し
ろと私に言われて「ママは居ない方が
いい」と言っていましたが。 

【このよさを学びたい！】 
・同じ年頃の子どもを育てているお母さんたち
の大切な交流の場であったこと。 
・子どもの悩みや自分のこと等、話し合いたい
ことがとても多く出され、悩みが同じであるこ
とに安心しながら、これからの講座のテーマ
を参加者が決めることができたこと。 

楽しくグループで話しました 付箋を仲間分けしてテーマを決めました 

【参加者の感想】 
・子育てで悩んでいることがあって、コロナで乳幼児学級がなく、同じお
母さん達とふれあいたかった。参加して楽しかった。 
・子ども同士のふれあいが大事で、託児があるので参加した。 
・コロナで集まることがなかったので、子どもも自分も、いろんな人と関
われてよかった。 
・友だちが欲しくて参加した。これからもつながっている仲間になりたい。 


